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                           平成２４年２月２２日  

 

－研究科附属－研究科附属－研究科附属－研究科附属教育研究教育研究教育研究教育研究施設紹介－施設紹介－施設紹介－施設紹介－  

世界トップレベルでオンリーワンの両生類研究世界トップレベルでオンリーワンの両生類研究世界トップレベルでオンリーワンの両生類研究世界トップレベルでオンリーワンの両生類研究･リソースセンターリソースセンターリソースセンターリソースセンター                 

                                    理学研究科附属両生類研究施設理学研究科附属両生類研究施設理学研究科附属両生類研究施設理学研究科附属両生類研究施設  

    今回から、学部・研究科の附属教育研究施設の現在・今後予定している「取り

組み」などを紹介する「附属教育研究施設紹介」を発表していきます。 

 

 両生類研究施設は、実験動物として様々な利点を有する両生類を研究材料とし、生

命科学上の重要な問題を解明するため、1967年に当時の学長川村智治郎教授の業績（学

士院賞受賞）をもとに創設されました。日本で、両生類を名前に冠した専門の研究・

教育機関は他に例を見ません。特に、陸上性のカエルを安定して飼育繁殖できる施設

は世界的にも珍しく、この特徴を活かした研究の成果が注目されています。最近では、

透明ガエル「スケルピョン」の作出、日本一きれいな「イシカワガエル」繁殖成功、

天然記念物「イボイモリ」繁殖成功、新種「アマミイシカワガエル」の記載などが、

新聞・テレビなどで報道されています。また、遺伝子破壊「まだらノックアウトガエ

ル」、遺伝子導入「光るカエル」などが作られています。     

 

１．１．１．１．各研究部門では各研究部門では各研究部門では各研究部門では、両生類を使って様々な、両生類を使って様々な、両生類を使って様々な、両生類を使って様々な研究を展開研究を展開研究を展開研究を展開    

  【発生遺伝学研究部門】 

オタマジャクシからカエルへの変態のしくみの研究、性転換の仕組みや環境化学物

質の影響に関する研究などを行なっています。 

【分化制御機構研究部門】 

卵形成と卵成熟の分子機構、性決定や性分化あるいは体色を決定する機構について、

分子細胞生物学的に研究しています。また、過重力や強磁場の影響、ノックアウトガ

エルを用いた甲状腺機能に対する化学物質の影響なども研究しています。  

【多様化機構研究部門】 

両生類のゲノムの多様化の過程や交雑実験に基づく種分化の過程を研究していま

す。また、人工繁殖による絶滅危惧種の保全や透明ガエルの作製を行っています。さ

らに初期発生および形態形成の多様化の機構を遺伝子レベルで解明しています。 

【生理生態学研究部門：客員部門】上記の 3 研究部門と連携し共同研究をしています。 

 

2. 2. 2. 2. 系統維持班系統維持班系統維持班系統維持班は多種多様な両生類をは多種多様な両生類をは多種多様な両生類をは多種多様な両生類を研究研究研究研究リソースとして保存維リソースとして保存維リソースとして保存維リソースとして保存維持持持持    

 現在約 50 種、170 系統、総数 3 万匹以上の野外系統および突然変異系統などを保存

維持しています。研究活動としては、飼育管理システムの改良、飼料の安定供給、病

気の原因究明と治療法の開発が挙げられます。これまでに確立された系統には、自然・

人為的色彩突然変異系統、野外種育成系統（近交系）、人為倍数体系統、四肢形成異

常系統、癌多発系統、核細胞質雑種系統、および遺伝子導入系統などがあります。 

 それ以外にも、日本や世界各地から 1976 年より 30 年余りかけて野外から採集した

9 科 27 属 112 種 320 集団 12,600 匹および実験的に作製された特殊系統 100 系統 4,000

匹のカエルが凍結保存され、遺伝子解析などに用いられています。     



 

    

3.3.3.3.ナショナル・バイオリソース・プロジェクトの中核機関ナショナル・バイオリソース・プロジェクトの中核機関ナショナル・バイオリソース・プロジェクトの中核機関ナショナル・バイオリソース・プロジェクトの中核機関    

 両生類の中でも、アフリカ原産のネッタイツメガエルは、短期間に成熟し、数千個

の卵を産み、両生類で唯一全ゲノムが解明されているため、遺伝学的研究のリソース

として、最も有用といわれています。両生類研究施設は、2002 年より文部科学省のナ

ショナル・バイオリソース・プロジェクトの中核機関の一つとして、ネッタイツメガ

エルの収集、保存、近交系の開発および研究者への提供を行っています。現在、ネッ

タイツメガエル 5 系統 3,000 匹、幼生 5,000 匹以上を系統維持しており、近交系も１

０世代まで維持しています。これらを、日本国内のみならず、世界の研究者へ供給出

来る体制を整えています。米国のウッズホール、英国のポーツマスにあるツメガエル

リソースセンターとともに、世界の３大ツメガエルセンター拠点形成を目指していま

す。     

 

4. 先駆的両生類研究プロジェクト「両生類絶滅危惧種の保全と標的遺伝子破壊方法の

開発」を展開（特別教育研究経費） 

 このプロジェクトは、「生命科学の基盤研究の発展」に寄与し、さらに、「両生類

研究・リソースセンター」の構築を目指した事業です。具体的には、両生類研究施設

での長年に亘る研究実績を踏まえ、①「国内外の両生類絶滅危惧種の遺伝的多様性の

把握とそれに基づく効率的な保全方法の確立」、②「両生類実験動物の標的遺伝子破

壊方法の開発」、③「多様な研究に応じた遺伝子組換え両生類の作製及び収集」など

の先駆的両生類研究を戦略的に実施しています。 

 これまでに、絶滅危惧種かつ、天然記念物である両生類４種について、自然界での

遺伝的多様性を解明しつつ、飼育下繁殖にも成功しています。特に、日本で最も美し

いと言われるイシカワガエルについては、実験室で2代目までの繁殖にも成功していま

す。この研究を発展させることで、将来的には、両生類「ノアの方舟」を目指してい

ます。 

 また、遺伝子破壊技術によって、ネッタイツメガエルの突然変異系統の作製を試み

ています。現在、黒い色素を作る遺伝子を破壊し、白黒まだら模様のカエルができて

います。このカエルを交配することで、実験上有用な、白いカエル（アルビノ）が誕

生すると期待されます。 

 

５．広島大学総合博物館のサテライト館として一般公開 

 広島大学博物館のサテライト館として活動を始めました。現在、１階ロビーを一般

公開し、最近の研究トピック、両生類標本の展示を進めています。特に、学術的に貴

重な新種の基準標本、世界中のオオサンショウウオの標本、これまでに収集・作出さ

れた、人為単性発生カエル、核細胞質雑種、複二倍体、癌系統、海外野生種の標本な

どが展示されています。 

    

 

【お問い合わせ先】 

広島大学大学院理学研究科附属両生類研究施設 

蕗 恵子 

TEL:082-424-7328   

 


















	1_06.pdf
	両生類研究施設パネル
	01沿革＆年表
	02組織
	03発生遺伝学研究部門
	04分化制御機構研究部門
	05多様化機構研究部門
	06系統維持班
	07色変わり
	08最新研究トピックf


